
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本日のテーマ◆ 

・前半：『阪神淡路大震災時の神戸市立鷹取中学校、近藤校長の 

生々しい避難所運営の葛藤ﾋﾞﾃﾞｵを見る。』 

撮影編集解説：石塚 道義 氏 （危機管理ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ・防災士） 

・後半：『前半のﾋﾞﾃﾞｵについてｸﾞﾙｰﾌﾟ討議し、避難所の運営について考える』  

進行：早川 雅子 氏(横浜市都筑区災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 

神奈川大学生涯学習 エクステンション講座【２０１8年後期】 

本講座は神奈川大学と「防災塾・だるま」が共同で企画し、提供するものです。 

 ≪講座のメインテーマ≫ 

防災・減災は地域の取り組みが 

    決め手！その具体的な進め方 

２０１8年実践的防災まちづくりコーディネーター養成講座 ≪講義録３限目≫ 

 

 

 

◆開催月日： 2018年 10月 25日（木） 13：30～17：00 

◆開催場所：KUポートスクエア 

記録： 講座協力委員  紅林敏行 

講座受講風景 

上下写真;講義の様子 

《ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表から抜粋》 

●HUG のｶｰﾄﾞにあった「ﾊﾞｽで乗り付けた多数の避難者」、「避難にきた外国人」の避難所受入れでは 

 いろいろな意見があった。避難所の収容人数を越えた場合の対応も課題に。 

●「自宅で避難生活を送れる人は避難所に避難しない」ことを実現することが課題。 

●防災・減災の学校教育が大事。東京一極集中の解決は、必要。 

●鷹取中学校の校長の様なﾘｰﾀﾞが避難所には必須。被災１週間後に神戸の避難所を 

訪問する機会があったが、自主組織が立ち上がった避難所は区割り等がされていた。 

●商店街では火災が心配。どのように避難するのが安全か？声掛け、助け合う、 

日頃からの顔の見える関係づくりが大事。 

●防災拠点の避難訓練は実践的ではない。避難所運営ﾏﾆｱﾙも同様。 

●地域によって取組みに差異がある。疲れ気味、盛り上がらない自治会も。 

 

 

《人と人との繋がりが大事！》 
●五感を最大限に活用し想像力を働かせて減災に努める。 
●備えてｻﾊﾞｲﾊﾞﾙ精神も身につける。 
●防災組織の中でｲﾝﾀｰﾈｯﾄが活用できるように。 
●防災訓練は子供が参加したくなるような工夫を。 
●避難所には国際的に定められた『ｽﾌｨｱ基準』がある。 
 避難所の環境改善を国に求めていきましょう！ 

≪人々を救ったのは、人の心≫ 
●鷹取中学校 避難者：4,689 名 期間：２３０日間。 
●6 名の教師と生徒１０数名で避難所の運営開始。 
●全ての出来事を校長が判断せざる得ない環境。 
●生きるか死ぬかになると差別意識が出てくる！: 
社会的に弱い高齢者や心身障害者、外国人への差別。 

●子供の声掛けから差別感も無くなった。 
●避難所運営にはﾙｰﾙが必要。 
●「活力のあるまちの組織」なら避難所の運営も円滑に。 
●地域の中で子供たちを活かして欲しい！ 
 

鷲山龍太郎さん 『ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議・発表』 ﾃｰﾏ：避難所の運営 （前半【避難所ＨＵＧ】（防災ｹﾞｰﾑ）を体験） 

担当:早川雅子さん 

講師:石塚道義氏 

 

 総合司会:山田美智子さん 

第 3回ｱｲｽﾌﾞﾚｰｸ 『地質図で調べてみよう 
あなたの家、町の地盤』 

●日本列島の誕生 
●フォッサマグナ 
大きな（フォッサ）さけめ（マグナ） 

●鷲山流横浜地形左手ﾓﾃﾞﾙ 
凸とは持ち上がった海底部。凹は 

大小の川を中心として浸食された 

谷（鶴見川・帷子川・大岡川・ 

柏尾川）。ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸﾀﾜｰは横浜 

沿岸でも一番地盤の良いところ。 

6 ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれた討議の様子 


